
講習会

いまさら聞けない⁉
地図と の入り口と出口 ※CPD発行希望者は要受付

講習会
【お問い合わせ・お申し込み先】

主催：GIS Day from 北海道 実行委員会（酪農学園大学 農業環境情報サービスセンター）

TEL：011-388-4864

‣https://bit.ly/3nKDOuS ‣gisday.rakuno@gmail.com
（GIS Day from Hokkaido2021 ホームページ） （e-mail）

共催：一般社団法人日本写真測量学会北海道支部/ESRIジャパン株式会社/特定非営利活動法人Digital北海道研究会/Harris Geospatial株式会社/地理情報システム学会北海道支部/特定非営利活
動法人EnVision環境保全事務所/

コンサベーションGISジャパン/一般社団法人北海道産学官研究フォーラム
後援：一般社団法人 日本リモートセンシング学会/一般社団法人 建設コンサルタンツ協会北海道支部

※本掲載内容は予告なく変更する可能性がございます。最新情報については、Webサイトでご確認ください。

10：10 - 10：40

『まどわされない、おどらせないための地図リテラシー』
羽田 康祐（ESRIジャパン株式会社 プラットフォームソリューショングループ）

午前（10：40～12：10）“GISと地図の入り口”

有賀 夏希（株式会社東京地図研究社）

『地形表現の過去・現在・未来』

関 真幸（国土交通省国土地理院 北海道地方測量部）

『地理院地図について』

内山 裕弥（国土交通省都市局 都市政策課）

『プラトーからGIS』

竹田 宏之（Maxar Technologies, Inc.）

『衛星情報からGIS –衛星の現状と将来-』

午後（13：30～16：30）“各分野におけるGISの活用方法、応用方法”

工藤 知美（NPO法人EnVision環境保全事務所）

『コンサベーションGISジャパン活動報告』

太田 宜志（株式会社ナップザック）

『GISからSNS～ツイッタ－APIを利用した検索サービス“ちずツイ”～』

藤本 直樹・向原 強（北海道情報大学）

『ArcGIS Onlineを活用したコロナ感染対症対応健康観察アプリ“こびまる”～』

小野寺 徹（北海道教育大学）

『来年から始まる地理総合・総合的な探究の時間で“どうなるGIS”』

三橋 弘宗（兵庫県立人と自然の博物館）

『GISと生態系管理』

橋本 英樹（北海道土地改良事業団体連合会 技術部 地域支援課）

『水土里情報を活用した農業・農村の振興への取組』

及川 環奈（酪農学園大学）

『GISが広げる市民科学の可能性』

吉村 暢彦（FiveQuiestionZ合同会社）

『ソロモン諸島における住民参加型土地利用計画の作成と地図の役割』

喜多 耕一（北海道総合政策部次世代社会戦略局DX推進課）

『地図データとオープンデータ』
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10：00～10：10 金子 正美（酪農学園大学）

10：00～

開会挨拶



『まどわされない、おどらせないための地図リテラシー』

‣10：10－10：40

シンポジウム詳細
基調講演

GISやICTの普及に伴って、以前より簡単に地図が作れるようになりました。半面、ソフトウェアの操作知識だけに頼った、誤解を与える主題図も
多く見られるようになりました。GISの入口として、まどわされない主題図の読み方、おどらせない主題図の作り方についてお話します。

羽田 康祐（ESRIジャパン株式会社）

『地形表現の過去・現在・未来』‣10：40－11：00

高精度なDEMデータや高度なGIS、高速PCの普及により、現
在は様々な地形表現が可能になりました。本発表では過去のア
ナログ時代から現在までの、地形表現の変遷と今後の展望につ
いて発表します。

有賀 夏希（株式会社東京地図研究社企画開発グループ）

『地理院地図について』‣11：10－11：30

国土地理院が公開しているウェブ地図「地理院地図」の概要
として、主な機能の紹介、地理院タイルの仕組みやソースコー
ドの活用、北海道地区における地理院タイルの活用事例につい
て御説明いたします。

関 真幸（国土交通省国土地理院北海道地方測量部）

‣11：30－11：50

2020年度から始動した国土交通省主導による3D都市モデル整
備・活用・オープンデータ化事業Project ”PLATEAU（プラトー）”。
現実の都市空間をサイバー空間上に再現した「3D都市モデル」は
これまでのGISデータに新たな展開をもたらすものである。
PLATEAUの活用により、どのようなソリューションが生まれ得る
のか、これまでの取組と今後の課題について講演する。

内山 裕弥（国土交通省都市局 都市政策課）

『衛星情報からGIS -衛星の現状と将来-』‣11：50－12：10

高分解能画像は地図を用いた利用方法との親和性が高いこと
から、GISとは密接な関係があり、多くの方にご利用いただい
ています。それらMaxar衛星の現状から将来計画、そして利用
事例をご紹介します。

竹田 宏之（Maxar Technologies, Inc.）

『プラトーからGIS』

‣13：30－13：40

酪農学園大学、ESRIジャパン、コンサベーションインターナ
ショナルジャパン、EnVision環境保全事務所が発起人となって
いる「コンサーベーションGISジャパン」の主たる活動である
環境情報の提供（2012年5月開始）の年次活動報告を2年ぶりに
行います。

工藤 知美（NPO法人EnVision環境保全事務所）

『コンサベーションGISジャパン活動報告』 ‣13：40－14：00

3.11をキッカケに個人が作成した「ちずツイ」。ツイッター
APIとGISを組み合わせたサービスです。その開発経緯と仕組み
のご紹介を中心に、GISとSNSを組み合わせるとこの有効性や
可能性を探ります。

太田 宜志（株式会社ナップザック）

『GISからSNS ～ツイッターAPIを利用した検索サービス「ちずツイ」～』

‣14：00－14：20

札幌市および北海道で採用しているコロナ感
染症対応アプリ「こびまる」は，ArcGIS Online
と関連ソフトウェアによって開発されました。
GISソフトウェアをどのように利用したのか、
その概要や特徴について紹介します。

藤本 直樹・向原 強（北海道情報大学）

『ArcGIS Onlineを活用した
コロナ感染症対応健康観察アプリ“こびまる”』

『来年から始まる地理総合・総合的な探究の時間で
“どうなるGIS？”』

‣14：20－14：40

2022年に新学習指導要領の施行により、「地理総合」「総合
的な探究の時間」が始まります。地理の必修化は40年ぶりとな
ります。地理を専攻していない教員が多数の中地図やGISにつ
いての指導がどうなるのかについて考えたいと思います。

小野寺 徹（北海道教育大学）

『GISと生態系管理』‣14：40－15：00

地理情報システムを活用した生態系管理の計画策定や対策へ
の適用について、環境アセスメントや自然再生、外来生物対策、
鳥獣管理、保護区の設計支援などへの利用について紹介します。

三橋 弘宗（兵庫県立人と自然の博物館）

『水土里情報を活用した農業・農村の振興への取組み』‣15：10－15：30

地域における情報の共有と相互利用を可能とする「水土里情
報システム」（クラウド）の管理運営を通じ、本道の農業・農
村の振興に向けた取組みについて、活用事例を交え紹介します。

橋本 英樹（北海道土地改良事業団体連合会技術部 地域支援課）

『GISが広げる市民科学の可能性』‣15：30－15：50

世界中で、様々な分野において市民と研究者が連携した学術研究（＝市
民科学）が行われており、GISやICT技術の普及がその活動をさらに後押し
しています。本講演では、ArcGIS Onlineを用いた市民参加型の調査研究事
例を紹介し、諸問題に対する、GIS技術を応用した市民科学的なアプローチ
について講演します。

及川 環奈（酪農学園大学）

『ソロモン諸島における住民参加型土地利用計画の作成と
地図の役割』

‣15：50－16：10

ソロモン諸島のコミュニティにおいて持続可能な森林利用を
促進するために、土地利用計画の作成を行った。地図のなかっ
た村で衛星画像やGPS等を用いて住民の認識を可視化し共有す
ることで土地利用に関する議論を支援した取組を紹介する。

吉村 暢彦（FiveQuiestionZ合同会社）

『地図データとオープンデータ』‣16：10－16：30

行政が公開する地図データの多くはPDFで公開された地図にな
りますが、地図こそ機械判読可能なGISデータでオープンデータ
として公開するべきです。オープンにした地図データがどのよう
な効果を生み出すか、事例などを交え紹介します。

喜多 耕一（北海道総合政策部次世代社会戦略局DX推進課）

プログラム詳細

オンライン講習会の詳細

GISとは、Geographic Information Systemの略称で日本語では地理情報システムと
訳されます。GISをこれから始めようとする方を対象にGISはどのようなものか？
利用することでどのようなメリットがあるのか？現代社会の技術や時代のトレン
ドに合わせて変化する最新のGIS活用事例も合わせて紹介します。【座学のみ】

リモートセンシングの代表的なソフトのひとつ、ENVIの
初級講習会です。本講習は座学形式での実施を予定して
います。【座学のみ】

【講習内容】
・ENVIの概要
・ENVIの起動について
・ENVIインターフェースの概要
・ディスプレイツールについて
・環境の設定
・画像の表示
・画像の比較
・画像の解析
・反射率変換
・バンド間演算
・教師付き分類

㊌13：30－16：30

クラウドGISであるArcGIS Onlineを使って様々な情報の「可視化」「関連性の把
握」「分析」をWebマップの作成から現地調査アプリの構築、モニタリングでき
るAcGIS Dashboardsまでの一連の操作を学んでいただきます。【実習あり】

コース①‣‣ArcGIS Online講習 コース②‣‣ENVI初級講習

第1部と第2部の総合コースになります。参加者でテーマを決め、それを基に現地
調査をする上での調査項目などを議論します。また、実際にデータ収集を行い、
後日そのデータを使って状況把握や考察を行います。【実習あり】

第2部『ArcGIS Online講習会』 12/9㊍13：00－15：00

第1部『ゼロから始めるGIS』 12/9㊍10：00－11：30

第3部『市民科学のためのGIS』 1日目 12/9 ㊍15：30－16：30
2日目 12/17㊌15：00－16：00

◎お申込みはホームページで

GIS Day from Hokkaido

㊍・ ㊎


